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の 1-O-p-coumaroylglycerol, 3,6’-O-diferuloylsucrose, regaloside A, F などが知られ，基原植物の一
種であるハカタユリ L. brownii からはステロイドサポニンの brownioside，ステロイダルアルカロ
イド配糖体のβ 1–solamargine などが報告され，テッポウユリ Lilium longiflorum からは regaloside 
B, D, E なども報告されています。これらのユリの鱗片葉は薬用としてはもちろん，食品としても有
用です。
　北陸地方を除く近畿地方以北の東日本に分布するユリにヤマユリ Lilium auratum があります。
ヤマユリは，日本特産のユリで，山地の林縁や草地に生え，草丈は 1 ～ 1.5m，花期は 7 ～ 8 月，
花は花弁が外に弧を描きながら広がり，直径 20cm 以上にもなる大きな花を 1~10 個咲かせ，その
大きさはユリ科の中でも最大級です。普通，花の色は白色で花弁の内側中心には黄色の筋，紅色
















生，披針形で長さは 8 ～ 15cm，5 ～ 7 月に淡いピンク色の花を咲かせます。花被片の長さは 10
～ 15cm，ロート状に反り返り，芳香を放ちます。花粉の色は赤褐色で葉や茎がササに似ている
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図 1　成分の構造式
（さゐ）という」と記され，神武天皇が奈良県の狭
さ い が わ
井川のほとりを通りかかり，後に皇后となった
伊









諸島および九州南部に分布するユリにテッポウユリ Lilium longiflorum があります。本植物は，本
州以東では園芸用に移入されたものが分布していますが，草丈が 0.5 ～ 1m，楕円形の長い葉をつけ，
葉脈は水平方向に入り，原産地での花期は 4 ～ 6 月，茎の頂上に純白で細長い花を横向きにつけ
ます。花の長さは 10 ～ 15cm，直径 5cm ほどで，花弁は 6 枚あるように見えますが根元でつながっ
ていて筒状になっています。
注）日本薬局方では，オニユリ Lilium lancifolium，ハカタユリ L.  brownii，L. pumilum など，数
種のユリの鱗片葉を生薬，ビャクゴウ（百合，Lilii Bulbus）としています。
